
Mercedes-Benz SLK200 KOMPRESSOR Alfa Romeo Spi      der 3.2 JTS Q4 BMW Z4 Roadster 2.2i

セカンドカーやサードカーではなく、

ファーストカーとして

日常使いも涼しい顔のままこなせる贅沢な乗り物。

それが現代のロードスターである。

様々なクルマを乗り継いだ

経験豊富な“おとな”な貴方の

次期愛車候補に加えてみてはいかがだろうか。
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ひとくちにスポーツカーといっても様々な種類

がある。けれどもそれらのなかで、誰が見てもス

ポーツカーらしいクルマといえば、オープンのロー

ドスターやスパイダーだろう。なんといってもルッ

クスが軽快だし、トップを下ろして走れば、青天

井の下で風に煽られながら高速移動する、非日

常感覚が味わえる。

市販のスポーツカーをベースにしたGTレース

の出場マシーンが、ほぼ例外なくクーペボディを

纏っていることからも分かるように、速く走るため

のドライビングに徹するのなら、オープンよりもク

ローズドボディの方がむしろ向いている。風の抵

抗や風の暴力に邪魔されることなく、ドライビン

グに集中できるからだ。

しかしその一方でオープンのロードスターは、

クーペで走るときほど速いペースを保たなくても、

スポーツドライビングの気分を確実に味わえるの

が好ましい。だからこそオープンのロードスターは、

今でもスポーツカーを代表するボディ形式であり

続けているのだろう。

ただしひとことでオープンスポーツといっても、

ここ10年ほどのあいだにそのボディ形式には大

きな変化が生じている。そういった新世代のオ

ープンボディの代表的存在が、メルセデス・ベン

ツが1996年発表の初代SLKに採用して「バリオ

ルーフ」の名で世に出した、電動収納式メタルト

ップである。これは後に、クーペ・カブリオレを意

味するプジョーの「CC」などの多くのフォロワーを

生んで、今やオープンボディの主流のひとつにさ

えなった観がある。

とはいえ古典的なロードスターのスタイルが廃

れたわけではなく、多くのオープンスポーツが依

然としてソフトトップ、つまり布製の幌を被った姿

でニューモデルとして登場する。

実はブリティッシュ流のロードスターという形

式、本来は布と透明ビニールやアクリルの窓か

らなる取り外し式のサイドスクリーンをドアに備

え、その上を幌で覆っただけの簡潔なものを意

味していた。そう、MGAや“カニ目”ことオースチ

ン・ヒーリー・スプライトそれにスーパーセヴンな

ど、1950年代にルーツを持つオープンスポーツ

のボディ形式である。

僕は今から15年ほど前にカニ目に乗っていた

が、まずスチールの幌骨を立ててからその上にキ

ャンバス製の幌を被せて前後をボディに固定、

最後に骨のトップの部分の張りを効かせて幌を

ピンとさせ、“イッチョー上がり! ”とトップを立て

るのが当時はそれなりに愉しかったものだ。

ところが現代のロードスターは違う。サイドウィ

ンドーは電動の巻き上げ式ガラスが常識で、あ

る価格帯以上のクルマはソフトトップも電動もし

くは油圧による自動開閉が普通になっている。ド

ライバーはコクピットにいながら、スイッチひとつ

でトップを自在に開閉するのが現代のロードスタ

ーの常識なのである。

さて、そんな現代のロードスターを3台、都会に

駆り立ててみた。そう、郊外のワインディングロ

ードに攻め込まなくてもスポーツカーを走らせる

悦びを味わえるのが、オープンスポーツの素晴ら

しいところでもあるからだ。

その3台とは、収納式メタルトップの代表たる

メルセデス・ベンツSLK 200コンプレッサーと、

アルファ・ロメオ スパイダー 3.2JTS Q4および

BMW Z4 2.2iからなるソフトトップ派の 2台、と

いう布陣である。

サルーンの美点も残されている

SLKは2004年にデビューした2代目で、パワー

ユニットは直4スーパーチャージャーとV6、それに

AMGのV8がある。今回のは前者で、163psと

24.5mkgを発生する1.8Rスーパーチャージド4

気筒と5段ATの組み合わせを持つ200コンプレ

ロードスターの特集だから、オープンで走ってみ

ないと意味がない。そこでボタンを押してバリオ

ルーフを開くが、トップがなくなるとスポーツカーら

しさが一段と増す。

試乗車は17インチのタイアを履いたスポーツ

パッケージ装着車で、車重は1440kgあるが、横

浜市内とその周辺の首都高速で試乗した範囲

では、ベーシックな200コンプレッサーでも動力

性能に不満は感じなかった。

そこでのSLKのドライビング感覚をひと言で表

現すると、まぎれもなくメルセデスである、という

に尽きる。たしかな剛性感を意識させるボディ、

あくまで滑らかなステアリングの操舵感、スポー

ツパッケージ装着車のため17インチのホイー

ル＆タイアを履いているにもかかわらず、角の取

れた当たりの柔らかい乗り心地、それに駆動系

のスムーズな反応等々、すべての感触がメルセ

デスらしい。ホイールベースと全長が短いだけに

ッサー。SLKのベーシックモデルで、もちろん後

輪を駆動する。F1カーを連想させるノーズに始

まるスタイリングは、デビュー当初かなり違和感

があったが、今ではこのフォルム、決して悪くな

いなと思う。

まずはバリオルーフを起こしたままのキャビン

へ。最近のメルセデスに共通する、時計の文字

盤のようなデザインのメーターが並ぶダッシュボ

ードと、存外にタイトな座り心地のシートが特徴

的なコクピットは、セダン系より明らかに低い着

座位置の恩恵もあって、想像していたよりスポー

ティな印象をうけた。そうそこには、適度なタイト

さが心地好い、スポーツクーペの空気がある。し

かもそれはスパルタンではなく、どちらかというと

ラクシュリーなスポーツクーペの雰囲気で、これ

ならなんの苦痛もなく普段の足に使えるだろうと

思った。

だからそのまま走ってもよかったのだが、なにせ

SLRマクラーレンに通ずる顔つき
を持つ2世代目。初代より全長が
80mmほど拡大しているが、全長
4090×全幅1810×全高1290mm
（スポーツパッケージ）／ホイールベ
ース2430mmと、全幅を除き依然
としてコンパクトなサイズに収まる。
SLK280（3R V6）／SLK350
（ 3.5RV6） ／ SLK55 AMG
（5.5RV8）は7段ATが与えられて
いるが、こちらは5段となる。

昨年9月に登場した新型スパイダー。
全長4400×全幅1830×全高
1395mmというボディサイズはベー
スとなったブレラとほぼ同じ。直4ユ
ニット搭載車の駆動方式はFWDだ
が、V6はフルタイム4WD。カムシャ
フトの駆動がベルトからチェーンに
改められたり、先代モデルでは樹脂
製だったリアウィンドーが熱線入り
のガラス製へと変更されたのも嬉
しいポイント。
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アジリティ＝俊敏性は明らかに増強されている

が、要約するとコンパクトなメルセデスサルーン

の2シーターバージョン、という印象を受ける乗

り味だといっていい。

空を近くに感じる

次に乗ったのはアルファ・ロメオのスパイダー

だった。このスパイダーは、いわばブレラのオー

プンバージョンといえるクルマだが、ブレラがジウ

ジアーロのデザインであるのに対して、スパイダ

ーのリアフェンダーにはピニンファリーナのバッジ

が備わっている。実はこれ、ジウジアーロのブレ

ラをベースにしながら、その後半部分のデザイン

を伝統的にアルファのスパイダーを手掛けてきた

ピニンファリーナに一任した、という経緯から採

られた処置なのだ。

アルファ・スパイダーには4気筒の2.2JTSとV6

の3.2JTS Q4の2モデルがあり、後者には最近

Qトロニックと呼ばれる6段ATが加わったが、今回

の試乗車はV6の6段MT仕様だった。その基本

スペックは、260psと32 .8mkgを発生する

3.2RV6直噴エンジンで、6段MTを介して4輪を

駆動するというもの。159／ブレラ系はボディが

大きいこともあって、車重もそれなりに重く、この

3.2JTS Q4スパイダーも、試乗したMT仕様でな

んと1830kgもある。

ところが、メルセデスSLKから乗り移ってみる

と、そういうスペックの数字とはかなり印象が違

った。シートの着座位置がやや高めに感じられて、

いい意味で開放感のあるオープンコクピットに収

まり、6段MTを駆使して横浜の街に走り出してみ

ると、最初に印象的だったのは挙動が軽快に感

じられることだった。スロットルのわずかな動きに

も軽快にレスポンスするV6エンジンや、存外に

操作の軽いギアシフトなどが、そういった軽快感

を生んでいるのだろう。スペックの数字とは裏腹

に、低回転からも軽 と々トルクを捻り出してボデ

ィを加速させるV6ユニットの特性も、そういう印

象を与える一因ではないだろうか。

しかも、オープンで走るスパイダーは、開放感

に満ちあふれている。着座位置が高めなことも

あって、身体がコクピットから露出している印象は

明らかにSLKより強いが、それも自分を目立たせ

る方法に長けたイタリア人が造ったクルマらしい

ところだ。このスパイダーのコクピットに収まった

ら、イタリア人のようにそういう部分もエンジョイ

してしまおうと覚悟を決めるのが、正しい乗り方

なのかもしれない。

イタリアのスポーツカーの大半がそうであるよ

うに、ドライバーズシートがホイールベースのほぼ

中央に位置しているから、ドライバーにとってもそ

の横に座るパセンジャーにとっても、乗り心地が

いいのもこのクルマの特徴のひとつだといえよ

う。今や純アルファユニットではないとはいえ、

踏み込めば快音を奏でるV6を歌わせながらスパ

イダーで走れば、都会の雑踏も官能の舞台に変

わる気がする。

意外にも古典派?

続いては乗ったのはBMW Z4。Z4はZ3の後

継モデルになるBMWロードスターの2代目で、

2002年にデビューした。今回の試乗車は認定

中古車の2005年型で、直列6気筒2.2Rエンジ

ンを積む2.2iというモデルだった。ちなみに現在

日本では2.5iと3.0siの２車種がラインナップされ

ていて、新車の2.2iは存在しない。

走行距離3.1万kmほどになるこの2.2i、電動ト

ップとレザーシート、それに18インチのホイー

ル＆タイアはオプションで装備したものだった。

Z4に試乗しているとき急に雨が降り出し、途中

でトップを上げる羽目に陥ったが、そんなときに電

動トップは本当にありがたい。

それはさておき、2.2R 6気筒は170psと

21.4mkgを発生、5段ATを介して1380kgの車重

を不足のない勢いで気持ちよく引っ張り上げる。

あくまで滑らかなストレート6の回転感と、これま

たスムーズなATのシフトは、いかにもBMWのパ

ワーユニットらしい。

ところがその一方で、そのシャシーにまつわる

ドライビング感覚はいささかBMWらしからぬもの

だったが、その要因は独特のコクピット配置にあ

る。BMWのスポーツモデルは通常セダンもしく

はそのクーペバージョンがベースだから、ドライバ

ーはホイールベースのほぼ中央に座っている。と

ころがZ4はまるで古典的なブリティッシュスポー

ツ、例えばこれもMGAやスーパーセヴンのように、

ドライバーがリアアクスルの直前に座る配置を

採っている。したがって、ステアリングを切り込ん

だときに、ドライバーより遥かに前に位置する前

輪が向きを変える感覚は通常のBMWとは異質

なものだし、不整路ではリアアクスルから直接的

な突き上げを食らう乗り心地も、BMWらしからぬ

ものだ。つまりZ4は、その操縦感覚において

BMWの異端児であり、今回の3台のロードスタ

ーのなかでも、取り分け異質なドライビングフィ

ールを感じさせるクルマだった。

BMWがなぜこれほど古典的なブリティッシュ

スポーツ風のドライビングポジションにこだわっ

たのかは不明だが、結果として同じフロントエン

ジン後輪駆動のメルセデスSLKと異なるだけで

なく、ミドエンジンのポルシェ・ボクスターとはまっ

たく正反対といえるドライビング感覚を備えるに

至ったのが面白い。しかもZ4は、そのドライビン

グ感覚ゆえか独特のファンを数多く掴んでいる

様子だから、BMWが採った個性的なドライビン

グスタイルのデザインは、間違っていなかったと

いうべきだろう。

それにしても、SLKとスパイダーとZ4、いずれ

もフロントにエンジンを搭載するオープン２シータ

ーのスポーツカーでありながら、互いにこれほど

異なるドライビング感覚を実現しているのが興味

深い。どれが自分のドライビングスタイルにイチ

バン心地好くフィットするかを見極めることが、お

となのロードスター乗りに最初に課せられた試練

ではないだろうか。それさえ適切に決まれば、あ

とはロードスターと過ごす悦楽の日々がアナタを

待っている……。先の2台は新車広報車であったが、こ
ちらはBMWアプルーブドカー。ブラッ
クのボディ（全長4100×全幅1780×
全高1285mm）にベージュのレザーシ
ートを組み合わせたオプション装備満
載の1台である。年式は2005年で走
行距離は3.1万km、車検が08年5月
まで付いて価格は319.9万円。
車両協力：Metropolitan BMW
大和アプルーブドカーセンター
Tel.046-269-7278

Market Information

Mercedes-Benz SLK
マクラーレン・メ

ルセデスの“シル

バー・アロー”を

取り入れた顔を

持つ現行型SLK

は、2004年にフ

ルモデルチェンジ

をうけた2代目となる。昨年2月にはエントリーモデ

ルのSLK200コンプレッサーも登場した。注目した

いのは約66万円でAMGスポーツパッケージがオ

プションで装着できるSLK350。白と黒は熱い視

線を二分する人気カラーだが、シルバーの個体は

マーケットの中でもボリュームが厚く狙いやすい。

登場から2年が経過してそろそろタマ数が増えてき

たものの、未だ流通の中心は先代の170系だ。中

でもSLK230は流通量も人気も独占状態だという。

SLK200コンプレッサー 552 ― ―

SLK280 615 475～500 ―

SLK350 722 565～545 530～500

SLK認定中古車の相場の目安　 単位：万円

171系 新車価格 2005 2004

取材協力：ダイムラー・クライスラー日本 K 0120-598106
※実際の価格は状態と走行距離によって1台ずつ異なるので注意

BMW Z4 Roadster
ロングノーズ&ショ

ートデッキの古典

的なロードスター

の代表格、Z4。

昨年4月のマイナ

ーチェンジで、エ

ンジンやトランス

ミッションに変更を受け、また全モデルに10秒で

開閉可能な電動ソフトトップを採用した。オーダー

時に内外装の自由なカラー選択ができるモデル

だけに、マーケットには様々なカラーが揃うが、こ

こでも人気は白と黒。流通量は2.5iが主体で、

200万円台の車両も出回っているそうだ。右ハン

ドル車でレザーパッケージ／電動ソフトトップ／

キセノンライトを備える望ましい個体に出会った

ら、入手しておいて損はないだろう。

2.2i （423） 350 330 320 300

2.5i 443 380 350 320 280

3.0i （594） 430 395 380 370

3.0si 594 510 ― ― ―

Z4認定中古車の相場の目安　 単位：万円

新車価格 2006 2005 2004 2003

※SMGはこれに10万円アップした価格となる。
取材協力：メトロポリタンBMW大和アプルーブドカーセンター
Tel.046-269-7278
※実際の価格は状態と走行距離によって1台ずつ異なるので注意

Alfa Romeo Spider
4灯式ヘッドライト

の個性的なフェイ

スを持つ先代ス

パイダーは1996

年にデビュー。

GTVをベースにし

たオープンボディ

は、実用車不要族のファーストカーとして選ばれる

ケースが多いからか、購入に際して最重要視され

るのは内外装のカラーの組み合わせだという。ベ

ージュや赤など“黒以外”のレザーシートに適した

赤や黒の外装色に引き合いが集中するが、探し

やすいのは外装色が赤のV6モデル。一方、昨年

10月にデビューした現行型スパイダーはブレラが

ベース。登場から半年が経過し、そろそろデモカ

ー落ちの高品質車が市場に現れるだろう。

先代Alfa Spider認定中古車の相場の目安 単位：万円

取材協力：アルファ・ロメオ田園調布アプルーブドカーセンター
Tel.03-3721-1565
※実際の価格は状態と走行距離によって1台ずつ異なるので注意

2.0TS 310 280 250 ―

3.2V6 24V 360 330 300 270

2006 2005 2004 2003
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